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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルラー移動通信システムにおいて基地局がアンテナを割り当てる方法において、
　端末と初期アクセス中に、ＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを利用して、
Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｕｐｅｒｓｅｔ内のＤ－ｐｏｒｔに対応する複数のＣＳＩ－ＲＳの設定
情報を前記端末に伝送する過程と、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳ測定結果値を含むＣＳＩ－ＲＳ測定結果を前記端末から受信す
る過程と、
　受信された前記ＣＳＩ－ＲＳ測定結果に含まれた前記複数のＣＳＩ－ＲＳの受信強度に
基づいて、割当て可能なＤ－ｐｏｒｔのｓｅｔに対応するＣＳＩ－ＲＳを前記端末に伝送
する過程と、
　前記端末から受信されたフィードバック情報に基づいて、選択されたＤ－ｐｏｒｔ　ｓ
ｅｔのＣＳＩ－ＲＳを決定する過程とを備え、
　前記割当て可能なＤ－ｐｏｒｔのｓｅｔは、前記Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｕｐｅｒｓｅｔのサ
ブセットであるｃａｎｄｉｄａｔｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔであり、
　前記選択されたＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔは、通信に利用するＤ－ｐｏｒｔを含むａｃｔｉ
ｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔであり、
　セルの制限された領域でチャネル測定を可能にするアンテナポートである前記Ｄ－ｐｏ
ｒｔに対応する複数のＣＳＩ－ＲＳは、前記セルのサービス領域全般でチャネル測定を可
能にするアンテナポートであるＣ－ｐｏｒｔに対応するＣＳＩ－ＲＳと個別的な時間及び
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周波数資源を利用して伝送されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記Ｄ－ｐｏｒｔのＣＳＩ－ＲＳは、各アンテナポート別に互いに異なる時間及び周波
数資源で割り当てられて伝送されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳの設定情報とともにＣｅｌｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａ
ｌｉｎｇを利用して前記Ｃ－ｐｏｒｔのＣＳＩ－ＲＳを伝送する過程をさらに備え、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ測定結果の受信時に前記ＣＳＩ－ＲＳ測定結果を利用してＤＡＳモー
ドまたはＣＡＳモードを決定する過程と、
　前記ＤＡＳモードが決定されれば、前記割り当て可能なＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔのＣＳＩ
－ＲＳを設定する過程に進行し、前記ＣＡＳモードが決定されれば、前記Ｃ－ｐｏｒｔを
設定する過程をさらに備えることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記割当て可能なＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔは、ＲＲＣ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇで伝送される
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　ダウンリンクデータ通信時に前記ａｃｔｉｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔを通じて端末と
ＰＤＳＣＨデータを通信する過程をさらに備えることを特徴とする請求項４に記載の方法
。
【請求項６】
　前記決定されたａｃｔｉｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔを前記端末に伝送する過程をさら
に備えることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記Ｄ－ｐｏｒｔの各アンテナポート別にＣＳＩ－ＲＳは、互いに異なるスクランブリ
ングを適用して同一の時間及び周波数資源で割り当てられて伝送されることを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　セルラー移動通信システムにおいて端末によるアンテナ割り当て方法において、
　基地局と初期アクセス後、Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｕｐｅｒｓｅｔ内のＤ－ｐｏｒｔに対応す
る前記基地局からＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを通じて複数のＣＳＩ－
ＲＳの設定情報を受信する過程と、
　前記受信された設定情報に基づいて測定された前記複数のＣＳＩ－ＲＳの受信強度を前
記基地局に伝送する過程と、
　前記基地局から割り当て可能なＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔのＣＳＩ－ＲＳを受信する過程と
、
　受信されたＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔの前記ＣＳＩ－ＲＳ測定結果を前記基地局にフィード
バックする過程と、
　前記基地局とのデータ通信を通じて、選択されたＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔを通じて伝送さ
れたダウンリンクデータを受信する過程とを備え、
　前記割り当て可能なＤ－ｐｏｒｔのｓｅｔは、前記Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｕｐｅｒｓｅｔの
サブセットであるｃａｎｄｉｄａｔｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔであり、
　前記選択されたＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔは、通信に利用するＤ－ｐｏｒｔを含むａｃｔｉ
ｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔであり、
　セルの制限された領域でチャネル測定を可能にするアンテナポートである前記Ｄ－ｐｏ
ｒｔに対応する複数のＣＳＩ－ＲＳは、前記セルのサービス領域全般でチャネル測定を可
能にするアンテナポートであるＣ－ｐｏｒｔに対応するＣＳＩ－ＲＳと個別的な時間及び
周波数資源を利用して伝送されることを特徴とする方法。
【請求項９】
　セルラー移動通信システムにおいて基地局がアンテナを割り当てる方法において、
　初期アクセス中に、端末にＳｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ（Ｓ
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ＲＳ）伝送要求を伝送する過程と、
　Ｃ－ｐｏｒｔ及びＤ－ｐｏｒｔを通じて受信される要求された前記ＳＲＳの信号強度を
測定する過程と、
　測定された前記信号強度と前記ＳＲＳの伝送電力に基づいて設定された割り当て可能な
Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔのＣＳＩ－ＲＳを示す情報をＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａ
ｌｉｎｇを通じて伝送する過程と、
　前記端末から受信されたフィードバック情報を基礎として選択されたＤ－ｐｏｒｔ　ｓ
ｅｔのＣＳＩ－ＲＳを決定する過程とを備え、
　前記割り当て可能なＤ－ｐｏｒｔのｓｅｔは、セルの全てのＤ－ｐｏｒｔを含むＤ－ｐ
ｏｒｔ　ｓｕｐｅｒｓｅｔのサブセットであり、
　前記選択されたＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔは、通信に利用するＤ－ｐｏｒｔを含むａｃｔｉ
ｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔであり、
　セルの制限された領域でチャネル測定を可能にするアンテナポートである前記Ｄ－ｐｏ
ｒｔに対応する複数のＣＳＩ－ＲＳは、前記セルのサービス領域全般でチャネル測定を可
能にするアンテナポートである前記Ｃ－ｐｏｒｔに対応するＣＳＩ－ＲＳと個別的な時間
及び周波数資源を利用して伝送されることを特徴とする方法。
【請求項１０】
　前記信号強度を測定する過程は、
　前記測定の結果を基礎としてＤＡＳモードまたはＣＡＳモードを決定する過程と、
　前記ＤＡＳモードに決定されれば、前記割り当て可能な前記Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔのＣ
ＳＩ－ＲＳを設定する過程に進行し、前記ＣＡＳモードに決定されれば、端末に前記Ｃ－
ｐｏｒｔを設定する過程とをさらに備えることを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＤＡＳモードまたはＣＡＳモードの決定は、
　前記Ｃ－ｐｏｒｔ及びＤ－ｐｏｒｔ別に受信したＳＲＳ信号の受信強度とＣ－ｐｏｒｔ
及びＤ－ｐｏｒｔ別の伝送電力情報を利用して決定することを特徴とする請求項１０に記
載の方法。
【請求項１２】
　セルラー移動通信システムにおいて端末によるアンテナ割り当て方法において、
　初期アクセスを試みた後、基地局から受信されたＳｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃ
ｅ　Ｓｉｇｎａｌ（ＳＲＳ）に応答して、前記ＳＲＳを伝送する過程と、
　前記基地局からＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを利用して割り当て可能
なＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔのＣＳＩ－ＲＳ受信時にアンテナを選択するためのフィードバッ
ク情報を前記基地局に伝送する過程とを備え、
　前記割り当て可能なＤ－ｐｏｒｔのｓｅｔは、セルの全てのＤ－ｐｏｒｔを含むＤ－ｐ
ｏｒｔ　ｓｕｐｅｒｓｅｔのサブセットであり、
　セルの制限された領域でチャネル測定を可能にするアンテナポートである前記Ｄ－ｐｏ
ｒｔに対応する複数のＣＳＩ－ＲＳは、前記セルのサービス領域全般でチャネル測定を可
能にするアンテナポートであるＣ－ｐｏｒｔに対応するＣＳＩ－ＲＳと個別的な時間及び
周波数資源を利用して伝送されることを特徴とする方法。
【請求項１３】
　初期アクセスを試みた後、Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｕｐｅｒｓｅｔ内のＤ－ｐｏｒｔに対応し
て基地局からＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇの複数のＣＳＩ－ＲＳの設定
情報を受信し、受信された設定された前記複数のＣＳＩ－ＲＳの受信強度を測定し、前記
基地局に伝送し、前記基地局から受信される割り当て可能なＤ－ｐｏｒｔのｓｅｔのＣＳ
Ｉ－ＲＳを測定し、基地局にフィードバックする端末と、
　前記初期アクセス時にＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを利用して前記複
数のＣＳＩ－ＲＳの設定情報を端末に伝送し、前記端末から受信される設定された複数の
ＣＳＩ－ＲＳ測定結果を分析し、前記割り当て可能なＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔのＣＳＩ－Ｒ
Ｓを設定して端末に伝送し、端末から受信されるフィードバック情報に基づいて、選択さ
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れたＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔのＣＳＩ－ＲＳを決定する基地局とで構成され、
　前記割り当て可能なＤ－ｐｏｒｔのｓｅｔは、前記Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｕｐｅｒｓｅｔの
サブセットであり、
　前記選択されたＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔは、通信に利用するＤ－ｐｏｒｔを含むａｃｔｉ
ｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔであり、
　セルの制限された領域でチャネル測定を可能にするアンテナポートである前記Ｄ－ｐｏ
ｒｔに対応する複数のＣＳＩ－ＲＳは、前記セルのサービス領域全般でチャネル測定を可
能にするアンテナポートであるＣ－ｐｏｒｔに対応するＣＳＩ－ＲＳと個別的な時間及び
周波数資源を利用して伝送されることを特徴とするシステム。
【請求項１４】
　前記基地局は、前記Ｄ－ｐｏｒｔの各アンテナポート別にＣＳＩ－ＲＳを互いに異なる
時間及び周波数資源で割り当てて伝送することを特徴とする請求項１３に記載のシステム
。
【請求項１５】
　前記基地局は、複数のＣＳＩ－ＲＳの設定情報を端末に伝送するとき、Ｃｅｌｌ　Ｓｐ
ｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを利用して前記Ｃ－ｐｏｒｔのＣＳＩ－ＲＳを伝送し
、前記ＣＳＩ－ＲＳ測定結果の受信時に、これを利用してＤＡＳモードまたはＣＡＳモー
ドを決定し、前記ＤＡＳモードが決定されれば、前記割り当て可能なＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅ
ｔのＣＳＩ－ＲＳ及び端末と通信するＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔのＣＳＩ－ＲＳを設定し、前
記ＣＡＳモードが決定されれば、前記Ｃ－ｐｏｒｔに設定することを特徴とする請求項１
４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記基地局は、前記割り当て可能なＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔを端末にＲＲＣ　ｓｉｇｎａ
ｌｉｎｇで伝送することを特徴とする請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記基地局は、ダウンリンクデータ通信時に前記設定されたａｃｔｉｖｅ　Ｄ－ｐｏｒ
ｔ　ｓｅｔまたは前記Ｃ－ｐｏｒｔを通じて端末とＰＤＳＣＨデータを通信することを特
徴とする請求項１６に記載のシステム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信システムにおいてアンテナを割り当てる方法に関し、特にセルラー
移動通信システムの分散アンテナシステム（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ａｎｔｅｎｎａ　
Ｓｙｓｔｅｍ：ＤＡＳ）において効率的なアンテナ選定及び割り当てをする方法及び装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信システムは、初期移動通信システムを通じて提供された音声中心のサービスを
脱してデータサービス及びマルチメディアサービス提供のために高速、高品質の無線パケ
ットデータ通信システムに発展している。最近、３ＧＰＰのＨＳＤＰＡ（Ｈｉｇｈ　Ｓｐ
ｅｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＨＳＵＰＡ（Ｈｉｇｈ　Ｓ
ｐｅｅｄ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ
　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、ＬＴＥ－Ａ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ　Ａｄ
ｖａｎｃｅｄ）、３ＧＰＰ２のＨＲＰＤ（Ｈｉｇｈ　Ｒａｔｅ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ
）、そしてＩＥＥＥの８０２．１６など多様な移動通信標準が高速、高品質の無線パケッ
トデータ伝送サービスを支援するために開発された。特にＬＴＥシステムは、高速無線パ
ケットデータ伝送を効率的に支援するために開発されたシステムであって、多様な無線接
続技術を活用して無線システム容量を最大化する。ＬＴＥ－Ａシステムは、ＬＴＥシステ
ムの進歩された無線システムであって、ＬＴＥと比べて向上したデータ伝送能力を有して
いる。
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【０００３】
　ＨＳＤＰＡ、ＨＳＵＰＡ、ＨＲＰＤなどの現存する３世代無線パケットデータ通信シス
テムは、伝送効率を改善するために適応変調及び符号化（Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｍｏｄｕｌ
ａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ、以下、ＡＭＣという）方法とチャネル感応スケジュ
ーリング方法などの技術を利用する。前記のＡＭＣ方法を活用すれば、送信機は、チャネ
ル状態によって伝送するデータの量を調節することができる。すなわち前記送信機は、チ
ャネル状態が良くなければ、伝送するデータの量を低減し、受信エラー確率を所望の水準
に調整し、チャネル状態が良ければ、伝送するデータの量を増加させ、受信エラー確率を
所望の水準に調整しながらも、多くの情報を効果的に伝送することができる。前記のチャ
ネル感応スケジューリング資源管理方法を活用すれば、送信機は、様々なユーザのうちチ
ャネル状態に優れたユーザを選択的にサービスするので、１つのユーザにチャネルを割り
当て、サービスするのに比べて、システム容量が増加する。このような容量増加をいわゆ
る多重ユーザダイバシティ（Ｍｕｌｔｉ－ｕｓｅｒ　Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）利得と言う。
つまり、前記のＡＭＣ方法とチャネル感応スケジューリング方法は、受信機から部分的な
チャネル状態情報をフィードバック（ｆｅｅｄｂａｃｋ）されて、最も効率的であると判
断される時点に、適切な変調及び符号技法を適用する方法である。
【０００４】
　前記のようなＡＭＣ方法は、ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐ
ｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）伝送方式とともに使用される場合、伝送される信号の空間階層（ｓ
ｐａｔｉａｌ　ｌａｙｅｒ）の個数またはランク（ｒａｎｋ）を決定する機能をも含むこ
とができる。この場合、ＡＭＣ方法は、最適のデータ伝送率（ｄａｔａ　ｒａｔｅ）を決
定するが、単純に符号化率と変調方式のみを考慮せず、ＭＩＭＯを利用していくつの階層
（ｌａｙｅｒ）に伝送するかをも考慮するようになる。
【０００５】
　最近、２世代と３世代移動通信システムにおいて使用された多重接続方式であるＣＤＭ
Ａ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）を次世代システム
においてＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　
Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）に転換しようとする研究が活発に進行されている。３
ＧＰＰと３ＧＰＰ２は、ＯＦＤＭＡを使用する進化システムに関する標準化を進行し始め
た。ＣＤＭＡ方式に比べてＯＦＤＭＡ方式で容量増大を期待することができるものと知ら
れている。ＯＦＤＭＡ方式で容量増大をもたらす様々な原因中の１つが周波数軸上でのス
ケジューリング（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｏｍａｉｎ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）を行うこ
とができるということである。チャネルが経時的に変わる特性によってチャネル感応スケ
ジューリング方法を通じて容量利得を得たように、チャネルが周波数によって異なる特性
を活用すれば、さらに多い容量利得を得ることができる。
【０００６】
　従来技術の場合、複数個のセルよりなるセルラーシステムを図１のように構築し、前述
した様々な方法を活用した移動通信サービスを提供する。
【０００７】
　図１は、３つのセルで構成されたセルラー移動通信システムにおいて各セル別に中央に
送受信アンテナが配置されたことを示す図である。
【０００８】
　図１を参照すれば、セル１００、セル１１０、セル１２０の３個のセルが構成され、参
照番号１６０は、セル１００のセル構造を示している。ここで、前記セル１００は、１６
０のように中央に位置するアンテナ１３０と端末（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ
）１４０、端末１５０が存在する。前記アンテナ１３０は、セル１００に位置する２つの
端末に対して移動通信サービスを提供する。端末１４０は、端末１５０に比べてアンテナ
１３０からの距離が遠いため、端末１４０は、端末１５０より低いデータ伝送速度でアン
テナ１３０を通じて移動通信サービスを提供される。図１に示されたように、各セル１０
０－１２０のセル別アンテナが当該セルの中央に配置されるＣＡＳ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ａ
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ｎｔｅｎｎａ　Ｓｙｓｔｅｍ）の形態を有する。ＣＡＳの場合、セルごとに複数個のアン
テナが配置されても、これらアンテナは、セルの中央に配置され、セルのサービス領域に
対する通信を行うように運用される。図１のように、セルラー移動通信システムにおいて
各セル別アンテナがＣＡＳの形態で配置され運用される場合、各セル別にダウンリンクチ
ャネル状態を測定するために基準信号（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）を伝送しな
ければならない。３ＧＰＰのＬＴＥ－Ａ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ　Ａ
ｄｖａｎｃｅｄ）システムの場合、基地局が伝送するＣＳＩ－ＲＳ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓ
ｔａｔｕｓ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）を利用して
端末は基地局と自分との間のチャネル状態を測定する。
【０００９】
　図２は、ＬＴＥ－Ａシステムにおいて基地局が端末に伝送するＣＳＩ－ＲＳの位置を示
す図である。
【００１０】
　図２を参照すれば、参照番号２００から２１９まで位置で各位置別に２つのＣＳＩ－Ｒ
Ｓアンテナポート（ａｎｔｅｎｎａ　ｐｏｒｔ）に対する信号が伝送され得るように考案
された。例えば、基地局は、位置２００のような１つの位置でダウンリンク測定のための
２つのＣＳＩ－ＲＳアンテナポートに対する信号を端末に伝送する。図２のように、複数
個のセルよりなるセルラーシステムの場合、各セル別に別途の位置を割り当てて、ＣＳＩ
－ＲＳを伝送するようにすることができる。一例として、図１のセル１００の場合、図２
の位置２００でＣＳＩ－ＲＳを伝送し、セル１１０の場合、位置２０５でＣＳＩ－ＲＳを
伝送し、セル１２０の場合、位置２１０でＣＳＩ－ＲＳを伝送する。このようにセル別に
互いに異なる位置でＣＳＩ－ＲＳ伝送のための時間及び周波数資源を割り当てることは、
互いに異なるセルのＣＳＩ－ＲＳが互いに相互干渉を発生させることを防止するためであ
る。
【００１１】
　図１のようなＣＡＳ方法を使用する場合、各基地局の送受信アンテナがセルの中央に集
中的に配置されることによって、セルの中央から離れた端末に高いデータ伝送率を支援す
るのに限界がある。すなわち、前記ＣＡＳでセル内に存在する端末にすべて高速のデータ
伝送率を提供することは、端末の位置がセル内でどこに位置するかによって大きく影響を
受けるようになる。したがって、従来のセルラー移動通信システムは、セル中央に配置さ
れたアンテナに起因して相対的に近い所に位置する端末の場合、高いデータ伝送率で送受
信することができるが、相対的に遠い所に位置する端末の場合、そうできないという問題
点があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、ＬＴＥ－ＡシステムにおいてＤＡＳ（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ａｎｔｅｎ
ｎａ　Ｓｙｓｔｅｍ）を構築し、この際、分散配置されたアンテナを効果的に選択し運用
する方法と関連装置を提案する。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の一態様によるセルラー移動通信システムにおいて、基地局がアンテナを割り当
てる方法は、端末と初期アクセス中に、ＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを
利用して複数のＣＳＩ－ＲＳの設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）情報を前記端末に伝
送する過程と、前記端末から設定された複数のＣＳＩ－ＲＳを示す測定結果を受信する過
程と、前記受信された測定結果に含まれた複数のＣＳＩ－ＲＳの受信強度を基盤に割り当
て可能なｐｏｒｔ（Ｄ－ｐｏｒｔ）のｓｅｔに対応してＣＳＩ－ＲＳを前記端末に伝送す
る過程と、前記端末から受信されたフィードバック情報を基礎として通信に利用する選択
されたＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔのＣＳＩ－ＲＳを決定する過程とを備えることを特徴とする
。
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【００１４】
　また、本発明の他の態様によるセルラー移動通信システムにおいて端末のアンテナ割り
当て方法は、基地局と初期アクセス後、前記基地局からＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇ
ｎａｌｉｎｇを通じて複数のＣＳＩ－ＲＳの設定情報を受信する過程と、前記受信された
設定情報を基礎として測定された複数のＣＳＩ－ＲＳの受信強度を前記基地局に伝送する
過程と、前記基地局から割り当て可能なＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔのＣＳＩ－ＲＳを受信する
過程と、前記受信されたＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔのＣＳＩ－ＲＳの測定結果を前記基地局に
フィードバックする過程と、前記基地局とのデータ通信を通じて前記Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅ
ｔを通じて伝送されたダウンリンクデータ を受信する過程とを備えることを特徴とする
。
【００１５】
　また、本発明の他の態様によるセルラー移動通信システムにおいて基地局がアンテナを
割り当てる方法は、初期アクセス中に、端末にＳｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　
Ｓｉｇｎａｌ（ＳＲＳ）伝送要求を伝送する過程と、Ｃ－ｐｏｒｔ及びＤ－ｐｏｒｔを通
じて受信される前記要請されたＳＲＳの信号強度を測定する過程と、前記測定された信号
強度と前記ＳＲＳの伝送電力を基盤に設定された割り当て可能なＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔの
ＣＳＩ－ＲＳを示す情報をＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを通じて伝送す
る過程と、前記端末から受信されたフィードバック情報を基礎として選択されたＤ－ｐｏ
ｒｔ　ｓｅｔのＣＳＩ－ＲＳを決定する過程とを備えることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明の他の態様によるセルラー移動通信システムにおいて端末のアンテナ割り
当て方法は、初期アクセスを試みた後、基地局から受信されたＳｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆ
ｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ（ＳＲＳ）に応答して、前記ＳＲＳを伝送する過程と、前記
基地局からＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを利用して割り当て可能なＤ－
ｐｏｒｔ　ｓｅｔのＣＳＩ－ＲＳ受信時にアンテナを選択するためのフィードバック情報
を基地局に伝送する過程とを備えることを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明の他の態様によるセルラー移動通信システムは、初期アクセスを試みた後
、前記基地局からＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇの複数のＣＳＩ－ＲＳの
設定情報を受信し、前記受信された設定された複数のＣＳＩ－ＲＳの受信強度を測定して
前記基地局に伝送し、前記基地局から受信される割り当て可能なＤｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ
　ｐｏｒｔ（Ｄ－ｐｏｒｔ）ｓｅｔのＣＳＩ－ＲＳを測定して基地局にフィードバックす
る端末と、前記初期アクセス時にＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを利用し
て複数のＣＳＩ－ＲＳの設定情報を端末に伝送し、前記端末から受信される設定された複
数のＣＳＩ－ＲＳ測定結果を分析し、割り当て可能なＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔのＣＳＩ－Ｒ
Ｓを設定して端末に伝送し、端末から受信されるフィードバック情報によって通信するＤ
－ｐｏｒｔ　ｓｅｔのＣＳＩ－ＲＳを決定する基地局とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の実施形態は、セルラー移動通信システムの分散アンテナシステム（Ｄｉｓｔｒ
ｉｂｕｔｅｄ　Ａｎｔｅｎｎａ　Ｓｙｓｔｅｍ：ＤＡＳ）においてアンテナをセルのサー
ビス領域に均一に分散することによって、ＣＡＳと対比して向上した移動通信サービスを
提供することができる。本発明は、複数個の基地局が存在するセルラー移動通信システム
において各基地局が運用するアンテナが当該基地局のサービス領域に分散して配置されて
いる分散アンテナシステム（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ａｎｔｅｎｎａ　Ｓｙｓｔｅｍ：
ＤＡＳ）において効率的なアンテナ選定及び割り当てを行う。したがって、本発明の実施
形態によるセルラー移動通信システムは、セル中央及び周辺に配置されたアンテナを効率
的に設定及び割り当てることによって、セル内に位置する端末の位置に関係なく、各端末
に高いデータ伝送率で送受信することができる利点がある。
【図面の簡単な説明】
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【００１９】
【図１】図１は、３つのセルで構成されたセルラー移動通信システムにおいて各セル別に
中央に送受信アンテナが配置されたことを示す図である。
【図２】図２は、ＬＴＥ－Ａシステムにおいて基地局が端末に伝送するＣＳＩ－ＲＳの位
置を示す図である。
【図３】図３は、本発明の実施形態によるセルラー移動通信システムにおいて各セル別に
送受信アンテナを分散配置する分散アンテナシステムの構成を示す図である。
【図４】図４は、ＤＡＳシステムにおいて効率的なチャネル測定のために１つのセルに属
する複数のアンテナにＣＳＩ－ＲＳを割り当てる例を示す図である。
【図５】図５は、本発明によってＤＡＳが構築されたＬＴＥ－Ａシステム上で基地局（ｅ
ＮＢ）が端末（ＵＥ）にＤ－ｐｏｒｔを割り当てる方法を時間的に示す図である。
【図６】図６は、本発明の実施形態によってＤＡＳが構築されたＬＴＥ－Ａシステムにお
いて基地局（ｅＮＢ）が端末（ＵＥ）にＤ－ｐｏｒｔを割り当てる手続を示す図である。
【図７】図７は、本発明によってＤＡＳが構築されたＬＴＥ－Ａシステム上で基地局（ｅ
ＮＢ）が端末（ＵＥ）にＤ－ｐｏｒｔを割り当てる他の方法の手続を示す図である。
【図８】図８は、本発明によってＤＡＳが構築されたＬＴＥ－Ａシステム上で基地局（ｅ
ＮＢ）が端末（ＵＥ）にＤ－ｐｏｒｔを割り当てるさらに他の方法の手続を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態を添付の図面とともに詳しく説明する。また、本発明を説明す
るにあたって関連された公知機能あるいは構成に対する具体的な説明が本発明の要旨を不
明にすることがあると判断された場合、その詳細な説明を省略する。そして後述する用語
は、本発明での機能を考慮し、これは、ユーザ、運用者の意図または慣例などによって変
わることができる。したがって、その定義は、本明細書全般にわたった内容に基づいて行
われなければならない。
【００２１】
　また、本発明の実施形態を具体的に説明するにあたって、ＯＦＤＭ基盤の無線通信シス
テム、特に３ＧＰＰ　ＥＵＴＲＡ標準を主な対象とするが、本発明の主な要旨は、同様の
技術的背景及びチャネル形態を有する他の通信システムにも本発明の範囲を大きく逸脱し
ない範囲で少しの変形で適用可能であり、これは、本発明の技術分野において熟練された
技術的知識を有する者の判断として可能だろう。
【００２２】
　一般的に、セルラー無線移動通信システムは、限定された地域に複数個のセルを構築す
ることで行われる。各セルには、当該セル内での移動通信を専担する基地局装備がセル領
域の中央に位置するようになる。前記基地局装備は、無線信号を伝送するアンテナ及び信
号処理部分で構成され、セルの中央でセル内の端末に移動通信サービスを提供する。この
ようにアンテナがセルの中央に設置されるシステムは、中央集中型アンテナシステム（Ｃ
ｅｎｔｒａｌｉｚｅｄ　Ａｎｔｅｎｎａ　Ｓｙｓｔｅｍ：ＣＡＳ）と言い、一般的な移動
通信システムは、このような形態を有する。
【００２３】
　これと対比されるシステムとしては、分散アンテナシステム（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ
　Ａｎｔｅｎｎａ　Ｓｙｓｔｅｍ：以下、ＤＡＳという）がある。前記ＤＡＳは、アンテ
ナをセルのサービス領域に均一に分散することによって、ＣＡＳと対比して向上した移動
通信サービスを提供することができる。本発明は、各基地局のサービス領域に分散して配
置されている分散アンテナシステム（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ａｎｔｅｎｎａ　Ｓｙｓ
ｔｅｍ：ＤＡＳ）に関するもので、前記ＤＡＳで効率的なアンテナ選定及び割り当てをす
る方法を含むシステム運用方法を提案する。すなわち、本発明は、複数個の基地局が存在
するセルラー移動通信システムにおいて、各基地局が運用するアンテナが当該基地局のサ
ービス領域に分散して配置されている分散アンテナシステム（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　
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Ａｎｔｅｎｎａ　Ｓｙｓｔｅｍ：ＤＡＳ）において効率的なアンテナ選定及び割り当てを
する方法を含むシステム運用方法を提案する。
【００２４】
　前述したように、ＣＡＳでセル内に存在する端末にすべて高速のデータ伝送率を提供す
ることは、端末の位置がセル内でどこに位置するかによって大きく影響を受けるようにな
る。セルの中央に配置されたアンテナによって相対的に近いところに位置する端末の場合
、高いデータ伝送率に送受信することができるが、相対的に遠い所に位置する端末の場合
、高いデータ伝送率を提供しにくい。本発明は、セルラー移動通信システムをＤＡＳ形態
で構築し、上記のような問題点を解決することができる。
【００２５】
　本発明の実施形態では、Ｄ－ｐｏｒｔ及びＣ－ｐｏｒｔの概念を定義し、また、Ｄ－ｐ
ｏｒｔ　ａｃｔｉｖｅ　ｓｅｔ、ｃａｎｄｉｄａｔｅ　ｓｅｔ、ｓｕｐｅｒｓｅｔの概念
を定義する。この際、基地局は前記Ｄ－ｐｏｒｔ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ　ｓｅｔを端末に
ＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを利用して通知することができる。そして
、基地局は、Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｕｐｅｒｓｅｔを端末に通知した後、端末のｆｅｅｄｂａ
ｃｋに従ってＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃなｃａｎｄｉｄａｔｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔを設
定することができる。この際、１つのセル内のＤ－ｐｏｒｔとＣ－ｐｏｒｔは、常に別途
の時間及び周波数資源に区分されることができ、また、Ｄ－ｐｏｒｔは、別途の時間及び
周波数資源に区分されるか、他の複数個のＤ－ｐｏｒｔが同一の時間及び周波数資源を利
用する場合、別途のｓｃｒａｍｂｌｉｎｇ　ｓｅｑｕｅｎｃｅを利用して区分することが
できる。そしてＤ－ｐｏｒｔの受信信号強度は、ｌｉｎｋ　ａｄａｐｔａｔｉｏｎとＤ－
ｐｏｒｔ間の移動のために利用され、セル間の移動には、Ｃ－ｐｏｒｔの受信信号強度だ
けが利用されることができる。本発明の実施形態において、基地局は、端末の進入を確認
すれば、複数のＣＳＩ－ＲＳ　設定（ｓｕｐｅｒｓｅｔになることができる）をＵＥ　ｓ
ｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇを利用して端末に通知する。その後、端末から複
数のＣＳＩ－ＲＳ測定結果値（端末で測定された受信強度）を受信すれば、基地局は、こ
れを基盤に割り当て可能な伝送位置集合（ｃａｎｄｉｄａｔｅ　ｓｅｔになることができ
る）を端末に伝送する。その後、端末から伝送位置情報を含むフィードバック情報を受信
すれば、前記基地局は、端末フィードバック情報によって設定されたアンテナ（ＤＡＳ　
ａｎｄ／ｏｒ　ＣＡＳ）端末とＰＤＳＣＨ通信を行う。
【００２６】
　そして、端末は、ＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｌｉｎｇを利用した複数のＣ
ＳＩ－ＲＳ　設定（ｓｕｐｅｒｓｅｔになることができる）を受信すれば、設定されたＣ
ＳＩ－ＲＳの受信強度を測定し、測定された結果を基地局に伝送する。その後、基地局か
ら割り当て可能な伝送位置集合（ｃａｎｄｉｄａｔｅ　ｓｅｔになることができる）を受
信すれば、端末は、伝送位置情報を含むフィードバック情報を基地局に伝送する。
【００２７】
　また、本発明の他の実施形態において基地局は、端末の進入を確認すれば、当該端末に
ＳＲＳ伝送を要求する。そして端末からＳＲＳを受信すれば、基地局は、各分散位置で端
末から伝送されるＳＲＳ受信強度を測定する。その後、前記基地局は、前記受信強度及び
伝送電力を利用して伝送位置集合（ｃａｎｄｉｄａｔｅ　ｓｅｔになることができる）を
設定し、端末に伝送する。その後、端末から伝送位置情報を含むフィードバック情報を受
信すれば、前記基地局は、端末フィードバック情報によって設定されたアンテナ（ＤＡＳ
　ａｎｄ／ｏｒ　ＣＡＳ）端末とＰＤＳＣＨ通信を行う。
【００２８】
　そして、端末は、基地局からＳＲＳ伝送要求を受信すれば、基地局にＳＲＳを伝送する
。その後、基地局から割り当て可能な伝送位置集合（ｃａｎｄｉｄａｔｅ　ｓｅｔになる
ことができる）受信すれば、端末は、伝送位置情報を含むフィードバック情報を基地局に
伝送する。
【００２９】
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　以下の説明では、前記のような本発明の技術的特徴を具体的に説明する。
【００３０】
　図３は、本発明の実施形態によるセルラー移動通信システムにおいて各セル別に送受信
アンテナを分散配置する分散アンテナシステムの構成を示す図である。図３は、３つのセ
ルで構成された移動通信システムにおいて各セル別に送受信アンテナが１つの中央アンテ
ナと４個の分散アンテナとに分散配置されて構成された例を示している。
【００３１】
　図３を参照すれば、セルラー移動通信システムは、セル３００、セル３１０、セル３２
０の３つのセルよりなる。そして前記セル３００は、中央に配置された中央アンテナ３３
０を含めてセルのサービス領域に分散配置された分散アンテナ３６０、３７０、３８０、
３９０を備えている。前記セル３００の送受信アンテナ３３０、３６０、３７０、３８０
、３９０は、２つの端末３４０と端末３５０に移動通信サービスを提供する。図３のアン
テナは、中央に配置されたアンテナ３３０と連結されて制御を受けるようになる。図３の
アンテナ３３０、３６０－３９０の間の連結は、多様な方法で具現することができる。図
３は、ＤＡＳで１つのセルに属する分散アンテナ３６０－３９０及び中央アンテナ３３０
は、基地局装備に連結され、中央集中型制御を受けて運用される。図３で、基地局のアン
テナ３３０及び３６０－３９０と端末３４０までの距離とアンテナ３３０及びアンテナ３
６０－３９０と端末３５０までの距離を見れば、分散アンテナシステムが中央アンテナシ
ステムに比べて端末との距離が短縮されることが分かる。図３のようなＤＡＳの運用のた
めには、中央アンテナ３３０及び分散アンテナ３６０－３９０ごとに個別的なＣＳＩ－Ｒ
Ｓ資源が割り当てられなければならない。
【００３２】
　図４は、ＤＡＳシステムにおいて効率的なチャネル測定のために１つのセルに属する複
数のアンテナにＣＳＩ－ＲＳを割り当てる例を示す図である。
【００３３】
　図４のＣＳＩ－ＲＳ資源割り当ては、図３のようなＤＡＳを考慮して、図４のＣＳＩ－
ＲＳ位置４００を図３の中央アンテナ３３０に割り当て、図４のＣＳＩ－ＲＳ位置４１０
、４２０、４３０、４４０をそれぞれ図３の分散アンテナ３６０、３７０、３８０、３９
０のために割り当てる。
【００３４】
　本発明の実施形態によれば、効率的なＤＡＳの構築及び運用は、以下で説明される新し
い中央アンテナポート及び新しい分散アンテナを考慮して行われる。まず、中央アンテナ
ポート（Ｃｅｎｔｒａｌｉｚｅｄ　Ａｎｔｅｎｎａ　Ｐｏｒｔｓ；以下、Ｃ－ｐｏｒｔと
いう）は、セルのサービス領域全般でチャネル測定を可能にするアンテナポート（ａｎｔ
ｅｎｎａ　ｐｏｒｔ）であって、ＤＡＳ送受信を支援する端末及びＤＡＳ送受信を支援し
ない端末がいずれも利用可能である。ＬＴＥ－Ａシステムの場合、セルのサービス領域全
般でチャネル測定を可能にするＣｅｌｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉ
ｇｎａｌ（ＣＲＳ）とＣＳＩ－ＲＳがＣ－ｐｏｒｔに該当する。第二に、分散アンテナポ
ート（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ａｎｔｅｎｎａ　Ｐｏｒｔｓ；以下、Ｄ－ｐｏｒｔとい
う）は、ＤＡＳ送受信を支援する端末だけが利用可能であり、それぞれの分散アンテナポ
ート（ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ａｎｔｅｎｎａ　ｐｏｒｔ）は、セルの制限された領域
だけでチャネル測定を可能にするアンテナポートになることができる。ＬＴＥ－Ａシステ
ムの場合、分散アンテナ（ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ａｎｔｅｎｎａ）で伝送され、セル
領域のうち一部だけで測定を可能にするＣＳＩ－ＲＳがＤ－ｐｏｒｔに該当することがで
きる。
【００３５】
　また、ＤＡＳで物理的なアンテナを次のように分類する。
【００３６】
　まず、中央配置アンテナ（Ｃ－Ａｎｔ）（例えば、図３の３３０）は、概念的にセルの
中央に配置され、セルのサービス領域全般に伝送信号を到達させることができるように伝
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送電力及び位置を選定する。第二に、分散配置アンテナ（Ｄ－Ａｎｔ）（例えば図３の３
６０－３９０）は、概念的にセル内に分散した位置に配置され、セルのサービス領域のう
ち一部分に伝送信号を到達させることができるように伝送電力及び位置を選定する。前記
アンテナポート（Ｃ－ｐｏｒｔ及びＤ―ｐｏｒｔ）は、ロジカルアンテナ（ｌｏｇｉｃａ
ｌ　ａｎｔｅｎｎａ）であって、実際端末に個別的に認識されるアンテナであるが、基地
局は、特定の１つのアンテナポートを具現するために１つのアンテナを中央配置アンテナ
または分散配置アンテナを利用することもでき、また、必要に応じて複数個の中央配置ア
ンテナまたは分散配置アンテナを組み合わせて利用することもできる。
【００３７】
　本発明の実施形態によって効率的なＤＡＳ送受信のために、移動通信標準には、Ｄ－ｐ
ｏｒｔを区分するインデックシング（ｉｎｄｅｘｉｎｇ）が必要である。前記Ｄ－ｐｏｒ
ｔのインデックシングは、基地局と端末で同一に適用されなければならないし、特定セル
でＤＡＳモードで運用される端末に共通的に適用されるセル特定（ｃｅｌｌ　ｓｐｅｃｉ
ｆｉｃ）方式または端末別に異なるように適用されることができる端末特定（ＵＥ　ｓｐ
ｅｃｉｆｉｃ）方式を利用することができる。
【００３８】
　前記Ｃ－ｐｏｒｔとＤ－ｐｏｒｔは、別途の時間及び周波数資源を割り当てることによ
って、区分可能である。Ｃ－ｐｏｒｔに該当するＣＲＳの場合、ＣＳＩ－ＲＳと別途の時
間及び周波数資源が割り当てられるので、追加的な資源割り当て及び区分が必要ない。一
方、前記ＣＳＩ－ＲＳは、Ｃ－ｐｏｒｔで運用されることができ、Ｄ－ｐｏｒｔで運用さ
れることができるので、それぞれのｐｏｒｔ（Ｃ－ｐｏｒｔまたはＤ－ｐｏｒｔ）を区分
するために別途の時間及び周波数資源を割り当てなければならない。一例として、図４の
場合、Ｃ－ｐｏｒｔのためのＣＳＩ－ＲＳは、ＣＳＩ－ＲＳ位置４００に伝送し、Ｄ－ｐ
ｏｒｔのためのＣＳＩ－ＲＳは、ＣＳＩ－ＲＳ位置４１０、４２０、４３０、４４０に伝
送することができる。
【００３９】
　本発明の実施形態において提案する１つのセル内で運用されるＣ－ｐｏｒｔとＤ－ｐｏ
ｒｔは、次のような特徴を有する。
【００４０】
　まず、前記Ｃ－ｐｏｒｔとＤ－ｐｏｒｔは、個別的な時間及び周波数資源で伝送される
。すなわち、Ｃ－ｐｏｒｔのためのＣＳＩ－ＲＳとＤ－ｐｏｒｔのためのＣＳＩ－ＲＳは
、図４の可能なＣＳＩ－ＲＳ位置のうち同一の位置に伝送されることができない。第二に
、前記Ｄ－ｐｏｒｔは、個別的な時間及び周波数資源で伝送されるか、互いに異なるスク
ランブリング（ｓｃｒａｍｂｌｉｎｇ）を適用して伝送される。すなわち、２つのＤ－ｐ
ｏｒｔのためのＣＳＩ－ＲＳは、互いに異なる時間及び周波数資源に伝送することができ
、また、同一の時間及び周波数資源に伝送するが、互いに異なるスクランブリングを適用
して伝送されることもできる。
【００４１】
　上記のように、互いに異なるＤ－ｐｏｒｔを互いに異なるスクランブリングを適用し、
同一の時間及び周波数資源を利用して伝送することが可能なことは、Ｄ－ｐｏｒｔがセル
内のそれぞれ互いに異なる制限された領域だけで十分な強度を有するからである。すなわ
ち、互いにセル内で十分な距離を確保したＤ－ｐｏｒｔの間には、同一の時間及び周波数
資源を利用してＣＳＩ－ＲＳを伝送し、各Ｄ－ｐｏｒｔのＣＳＩ－ＲＳに互いに異なるス
クランブリングを適用し、相互干渉を最大限ランダム化（ｒａｎｄｏｍｉｚｅ）すること
ができる。上記のように、Ｃ－ｐｏｒｔの場合、常に個別的な時間及び周波数資源を割り
当てることは、Ｃ－ｐｏｒｔはセルのサービス領域全般にわたって十分な受信強度で伝達
されなければならないからである。　ＤＡＳが構築された状態で効率的な移動通信を可能
にするためには、前記のＣ－ｐｏｒｔとＤ－ｐｏｒｔを適切に選択し、当該ａｎｔｅｎｎ
ａ　ｐｏｒｔを利用した送受信を行うことが必須である。図５は、本発明によってＤＡＳ
が構築されたＬＴＥ－Ａシステム上で基地局（ｅＮＢ）が端末（ＵＥ）にＤ－ｐｏｒｔを
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割り当てる方法を時間的に示す図である。
【００４２】
　図５を参照すれば、端末は、５００時点で特定セルに初期アクセス（ＵＥ　Ｉｎｉｔｉ
ａｌ　ａｃｃｅｓｓ）を行う。端末の初期アクセス試みを受信した基地局は、５０５時点
で、端末に初期アクセス試みが成功的であったという信号（Ｉｎｉｔｉａｌ　ａｃｃｅｓ
ｓ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）を伝送する。この時点で、当該端末は、セルに連結され、当該セ
ルで伝送されるダウンリンク信号を受信することができるようになる。その後、基地局は
、５１０時点で、セル全域に伝送されるＣｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＣＳＩ－ＲＳ関連
設定情報（ｃｅｌｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＣＳＩ－ＲＳ　ａｎｄ　ｍｕｔｉｎｇ　ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ　ｖｉａ　ＳＩＢ）を自分のセル内にある端末に伝送する。前記基地局
が時点５１０に伝送するＣｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＣＳＩ－ＲＳ関連設定情報は、周
期的に伝送される情報であり、セル内のすべての端末が受信することができるｂｒｏａｄ
ｃａｓｔまたはｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ伝送である。前記時点５１０で伝送される情
報は、当該セルのＣ－ｐｏｒｔ用ＣＳＩ－ＲＳ情報に該当する。
【００４３】
　また、時点５１５で、基地局は、端末にＳＲＳ（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃ
ｅ　Ｓｉｇｎａｌ）を伝送することを通知（ｅＮＢ　ｔｒｉｇｇｅｒｓ　ＵＥ　ＳＲＳ　
ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）する。基地局のＳＲＳ伝送指示を受けた端末は、時点５２０
で、ＳＲＳを伝送（ＵＥ　ＳＲＳ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）する。前記ＳＲＳは、端
末が基地局にアップリンクに伝送する基準信号であって、基地局は、一般的にこの信号（
ＳＲＳ）を受信し、端末のアップリンクチャネル状態を把握することができる。前記ＳＲ
Ｓの他の１つの機能は、基地局がアップリンクチャネル状態を基準として平均的なダウン
リンクチャネル状態を把握することができるという点である。すなわち、基地局は、端末
にＳＲＳを伝送するようにし、これを受信し、端末のダウンリンクの状態を把握すること
ができる。前記基地局が受信したＳＲＳ信号を基準として端末のダウンリンクを判断する
方法は、様々な方法がある。１つの方法で受信されたＳＲＳ信号のＳＮＩＲを求めた後、
この情報と端末の伝送電力と基地局の伝送電力の差を利用して基地局が端末に伝送するダ
ウンリンクのＳＮＩＲを求めるものである。
【００４４】
　図５の時点５２５で、基地局は、端末が伝送したＳＲＳを受信し、端末のダウンリンク
を判断することができる。この際、基地局が把握可能なダウンリンクとしては、基地局の
Ｃ－ｐｏｒｔから端末までのダウンリンクだけでなく、基地局のＤ－ｐｏｒｔから端末ま
でのダウンリンクも該当する。これは、端末が送信したＳＲＳを基地局内Ｃ－ｐｏｒｔ、
Ｄ－ｐｏｒｔを構成するアンテナを通じて個別的に受信することによって可能である。す
なわち、端末がＳＲＳを送信する場合、基地局は、Ｃ－ｐｏｒｔ及びＤ－ｐｏｒｔを通じ
て端末で送信れるＳＲＳを受信することができ、これを利用してＣ－ｐｏｒｔ及びＤ－ｐ
ｏｒｔを通じるダウンリンクの状態をそれぞれ分析することができる。このように得られ
たダウンリンク状態を利用して、基地局は、時点５２５で、端末がどんなＤ－ｐｏｒｔを
利用するかを決定する。
【００４５】
　図５の時点５２５で、基地局が端末のために選択したＤ－ｐｏｒｔに関する情報は、時
点５３０でＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを利用して端末に通知される。
本発明において時点５３０に伝送されるＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇは
、当該端末にのみ適用されるＤ－ｐｏｒｔ関連情報であり、これ（Ｄ－ｐｏｒｔ関連情報
）には、どんなＤ－ｐｏｒｔが割り当てられたかに関する情報、各Ｄ－ｐｏｒｔ用ＣＳＩ
－ＲＳの伝送位置に関する情報、Ｄ－ｐｏｒｔ用ＣＳＩ－ＲＳを測定し、ｃｈａｎｎｅｌ
　ｆｅｅｄｂａｃｋを生成するのに必要な情報などが含まれる。時点５３０で、基地局か
ら前記のような情報を受信した端末は、時点５３５からＤＡＳモードに切り替えて移動通
信を行うようになる。
【００４６】
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　図５で、基地局は、特定端末のためにＤＡＳ内Ｄ－ｐｏｒｔを選定し、これを端末に通
知する。この際、通知されるＤ－ｐｏｒｔの数は、１つ以上であることができる。効率的
なＤＡＳ運営のためには、端末に基地局が通知するＤ－ｐｏｒｔに対する分類が必要であ
る。本発明の実施形態では、次のようなＤ－ｐｏｒｔ分類方法を提案する。
【００４７】
　まず、Ｄ－ｐｏｒｔスーパーセット（Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｕｐｅｒｓｅｔ）は、セル内す
べてのＤ－ｐｏｒｔの集合を示す。第二に、候補Ｄ－ｐｏｒｔセット（Ｃａｎｄｉｄａｔ
ｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔ）は、特定端末に基地局が通知する全体Ｄ－ｐｏｒｔの部分集
合であって、端末は、ＤＡＳモードでｃａｎｄｉｄａｔｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔに属す
るＤ－ｐｏｒｔのうち一部と送受信を行うことができる。第三に、活性Ｄ－ｐｏｒｔセッ
ト（Ａｃｔｉｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔ）は、基地局がＤＡＳモードの端末に実際送受
信を行うＤ－ｐｏｒｔであり、ａｃｔｉｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔは、ｃａｎｄｉｄａ
ｔｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔの部分集合を示す。第四に、要請Ｄ－ｐｏｒｔセット（Ｒｅ
ｑｕｅｓｔ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔ）は、端末がＤＡＳモードで基地局にｃａｎｄｉｄａ
ｔｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔに含ませることを要請するＤ－ｐｏｒｔの集合を示す。
【００４８】
　図６は、本発明の実施形態によってＤＡＳが構築されたＬＴＥ－Ａシステムにおいて基
地局（ｅＮＢ）が端末（ＵＥ）にＤ－ｐｏｒｔを割り当てる手続を示す図である。
【００４９】
　図６を参照すれば、端末は、６００段階で、ＣＲＳを利用してセルに初期アクセスを試
みる（Ｉｎｉｔｉａｌ　ａｃｃｅｓｓ　ｗｉｔｈ　ＣＲＳ）。また、前記６００段階で、
端末の初期アクセスを受信すれば、基地局は、当該端末にＩｎｉｔｉａｌ　ａｃｃｅｓｓ
　ｒｅｓｐｏｎｓｅを伝送する。それでは、前記基地局は、６０５段階で、Ｃ－ｐｏｒｔ
用ＣＳＩ－ＲＳに関する設定情報を伝送し、端末は、当該基地局から伝送されるＣ－ｐｏ
ｒｔ用ＣＳＩ－ＲＳに関する設定情報を受信する（ＵＥ　ｒｅｃｅｉｖｅｓ　ｃｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎｏｎ　ＣＳＩ－ＲＳ　ｆｏｒ　Ｃ－ｐｏｒｔ
ｕｓｉｎｇ　ｃｅｌｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）。前記基地局が端末に
伝送するＣ－ｐｏｒｔ用ＣＳＩ－ＲＳに関する設定情報は、ｃｅｌｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ
情報であり、当該セルのサービス領域全体で受信され得るように伝送される。前記Ｃ－ｐ
ｏｒｔ用ＣＳＩ－ＲＳに関する設定情報を受信した端末は、当該セルのＣ－ｐｏｒｔを利
用した移動通信を行うことができるようになる。
【００５０】
　その後、前記基地局は、６１０段階で、端末にＳＲＳを伝送するように指示する（ｅＮ
Ｂ　ｒｅｑｕｅｓｔｓ　ＳＲＳ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｏ　ＵＥ）。そして前記
基地局のＳＲＳ伝送指示を受けた端末は、６１５段階で、ＳＲＳを伝送し（ＵＥ　ｔｒａ
ｎｓｍｉｔｓＳＲＳ）、基地局がＤ－ｐｏｒｔを構成する中央及び分散アンテナでこれを
受信することができるようにする。基地局は、過程６２０で、中央に配置された中央及び
分散アンテナで端末が伝送したＳＲＳを受信する（ｅＮＢ　ｒｅｃｅｉｖｅｓ　ＳＲＳ　
ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｆｒｏｍ　ｃｅｎｔｒａｌ　ａｎｔｅｎｎａｓ　ａｎｄ　ｄ
ｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ａｎｔｅｎｎａｓ）。前記ＳＲＳは、端末が基地局にアップリン
クで伝送する基準信号であって、基地局はＳＲＳを受信し、端末のアップリンクチャネル
状態を把握することができ、また、前記ＳＲＳの機能は、基地局がアップリンクチャネル
状態を基準として平均的なダウンリンクチャネル状態を把握することができる。
【００５１】
　基地局は、６２５段階で、アンテナ別に受信したＳＲＳの受信信号強度とＣ－ｐｏｒｔ
、Ｄ－ｐｏｒｔ別の伝送電力に関する情報を利用して当該端末をＤＡＳモードに設定する
か、それとも、ＣＡＳモードに設定するかを判断する（ｅＮＢ　ｄｅｔｅｒｍｉｎｅｓ　
ｗｈｅｔｈｅｒ　ｔｏ　ｃｏｎｆｉｇｕｒｅ　ＵＥ　ｉｎ　ＤＡＳ　ｍｏｄｅ　ｏｒ　ｎ
ｏｔ）。前記６２５段階で、当該端末をＤＡＳモードに設定する場合、６３０段階で、前
記基地局と端末は、Ｃ－ｐｏｒｔ用ＣＳＩ－ＲＳまたはＣＲＳのみを利用した送受信を行
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う（ＵＥ：Ｃ－ｐｏｒｔ　ｏｎｌｙ　ｂａｓｅｄ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ａｎｄ　
ｒｅｃｅｐｅｔｉｏｎ）。しかし、前記６２５段階で、当該端末がＤＡＳモードに設定さ
れる場合、前記基地局は、６３５段階で、当該端末のためのｃａｎｄｉｄａｔｅ　Ｄ－ｐ
ｏｒｔ　ｓｅｔを選択し（ｅＮＢ　ｓｅｌｅｃｔｓ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ　ｓｅｔ　ｏｆ
　Ｄ－ｐｏｒｔｓ　ｆｏｒ　ＵＥ）、６４０段階で、これに関する情報をＵＥ　ｓｐｅｃ
ｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇで端末に通知する（ｅＮＢ　ｔｒａｎｓｍｉｔｓ　ＣＳＩ
－ＲＳ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ　ｓｅｔ　ｏｆ　Ｄ
－ｐｏｒｔｓ（ＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ）ｔｏ　ＵＥ）。これを受信した端末は、６４５
段階で、Ｃ－ｐｏｒｔを利用した送受信とＤ－ｐｏｒｔを利用した送受信を行うことがで
きるようになる（ＵＥ：Ｄ－ｐｏｒｔ／Ｃ－ｐｏｒｔ　ｂａｓｅｄ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓ
ｉｏｎ／ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）。
【００５２】
　前記６４０段階で、端末に通知されたｃａｎｄｉｄａｔｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔは、
端末と基地局との間に利用される複数個のＤ－ｐｏｒｔで構成され、端末または基地局は
、前記複数個のＤ－ｐｏｒｔのうち１つを選択して送受信に利用することができる。一例
として、基地局がｃａｎｄｉｄａｔｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔをＤ－ｐｏｒｔ１、Ｄ－ｐ
ｏｒｔ２、Ｄ－ｐｏｒｔ３として選択して端末に通知すれば、端末は、これらのうち１つ
を利用することを基地局に要請することができる。
【００５３】
　下記表１は、本発明の実施形態によって運用されるＤ－ｐｏｒｔ　ｓｕｐｅｒｓｅｔ、
ｃａｎｄｉｄａｔｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔ、ａｃｔｉｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔの一
例を示している。
【００５４】
【表１】

【００５５】
　前記表１で、Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｕｐｅｒｓｅｔは、Ｄ－ｐｏｒｔ０～Ｄ－ｐｏｒｔ７よ
りなる。前記Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｕｐｅｒｓｅｔは、セル内に具現されたすべてのＤ－ｐｏ
ｒｔの集合に該当する。また、ｃａｎｄｉｄａｔｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔは、前記Ｄ－
ｐｏｒｔ　ｓｕｐｅｒｓｅｔの部分集合であって、前記基地局が図６の６３５段階で決定
し、６４０段階で端末に通知される。前記ｃａｎｄｉｄａｔｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔは
、基地局によって決定され、ＲＲＣ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを通じて端末に通知される。こ
のようにｃａｎｄｉｄａｔｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔの通知がＲＲＣ　ｓｉｇｎａｌｉｎ
ｇを利用するので、ｃａｎｄｉｄａｔｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔの変更は、ｓｅｍｉ－ｓ
ｔａｔｉｃに行われる。また、ａｃｔｉｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔは、前記ｃａｎｄｉ
ｄａｔｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔの部分集合であって、図６の６４５段階で、端末と基地
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局との間でＤＡＳ関連動作が行われながら基地局で決定される。前記基地局が端末に実際
に伝送する信号は、ａｃｔｉｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔと同一の分散アンテナで伝送さ
れる。前記ａｃｔｉｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔは、基地局で決定され、端末に別途のｓ
ｉｇｎａｌｉｎｇで通知されることができる。前記基地局がＡｃｔｉｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ
　ｓｅｔを端末に通知する場合、基地局は、ＬＴＥ－Ａシステムにおいて定義されたＰＤ
ＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）でｄ
ｙｎａｍｉｃにこれを通知する。また、前記ａｃｔｉｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔを端末
に通知せず、端末ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ形態で運営することもできる。すなわち、基地
局は、Ａｃｔｉｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔを端末に通知せず、通信モード時にＰＤＳＣ
ＨデータをＡｃｔｉｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔで伝送し、このような場合、端末は対応
するＤ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔを通じてＰＤＳＣＨデータを受信するようになる。このような
場合、端末は、ＰＤＳＣＨデータを知らないが、基地局から良好な分散型アンテナを通じ
てダウンリンクデータを受信することができるようになる。
【００５６】
　図６では、基地局が端末に伝送するＣ－ｐｏｒｔ用ＣＳＩ－ＲＳに関する設定情報がｃ
ｅｌｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ情報なので、セル内すべての端末が受信することができるｂｒ
ｏａｄｃａｓｔまたはｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ伝送で端末に伝送される。このように
Ｃ－ｐｏｒｔ用ＣＳＩ－ＲＳに関する設定情報は、ｂｒｏａｄｃａｓｔまたはｃｅｌｌ　
ｓｐｅｃｉｆｉｃ伝送で端末に伝達することもできれば、端末ごとに個別的に通知するＵ
Ｅ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ伝送で伝達することもできる。
【００５７】
　図７は、本発明によってＤＡＳが構築されたＬＴＥ－Ａシステム上で基地局（ｅＮＢ）
が端末（ＵＥ）にＤ－ｐｏｒｔを割り当てるさらに他の方法の手続を示す図である。
【００５８】
　図７を参照すれば、７００段階－７３０段階までの動作は、図６のそれぞれ対応する６
００段階－６３０段階と同一に行われる。この際、前記７２５段階で、当該端末をＤＡＳ
モードに設定する場合、前記基地局は、７３５段階で、端末にｃａｎｄｉｄａｔｅ　Ｄ－
ｐｏｒｔ　ｓｅｔではなく、ａｃｔｉｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔを通知する（ｅＮＢ　
ｓｅｌｅｃｔｓ　ａｃｔｉｖｅ　ｓｅｔ　ｏｆ　Ｄ－ｐｏｒｔｓ　ｆｏｒ　ＵＥ）。ここ
で、前記ａｃｔｉｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔは、１つのＤ－ｐｏｒｔだけが含まれるの
で、端末と基地局との間に複数個のＤ－ｐｏｒｔのうちいずれかを選択するかに対する追
加選択過程が不要である。その後、基地局は、７４０段階で、これに関する情報をＵＥ　
ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇで端末に通知し、（ｅＮＢ　ｔｒａｎｓｍｉｔｓ
　ＣＳＩ－ＲＳ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ　ｓｅｔ　
ｏｆ　Ｄ－ｐｏｒｔｓ（ＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ）ｔｏ　ＵＥ）。これを受信した端末は
、７４５段階で、Ｃ－ｐｏｒｔを利用した送受信とＤ－ｐｏｒｔを利用した送受信を行う
（ＵＥ：Ｄ－ｐｏｒｔ／Ｃ－ｐｏｒｔ　ｂａｓｅｄ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ／ｒｅｃ
ｅｐｔｉｏｎ）。
【００５９】
　前述したように、端末をＤＡＳモードに決定した場合、前記基地局は、ｃａｎｄｉｄａ
ｔｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔまたはａｃｔｉｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔを設定する情報
を伝送することができる。ここで、前記ｃａｎｄｉｄａｔｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔは、
端末と基地局との間に利用される複数個のＤ－ｐｏｒｔで構成され、端末または基地局は
、前記複数個のＤ－ｐｏｒｔのうち１つを選択し、送受信に利用することができる。すな
わち、基地局がｃａｎｄｉｄａｔｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔで構成される複数のＤ－ｐｏ
ｒｔを選択し、端末に通知すれば、端末は、これらのうち１つを利用することを基地局に
要請することができる。しかし、ｃａｎｄｉｄａｔｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔではなく、
ａｃｔｉｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔを通知すれば、ａｃｔｉｖｅ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅ
ｔは、１つのＤ－ｐｏｒｔだけが含まれるので、端末と基地局との間に複数個のＤ－ｐｏ
ｒｔのうちいずれかを選択するかどうかに対する追加選択過程を行わない。
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【００６０】
　図８は、本発明によってＤＡＳが構築されたＬＴＥ－Ａシステム上で基地局（ｅＮＢ）
が端末（ＵＥ）にＤ－ｐｏｒｔを割り当てるさらに他の方法の手続を示す図である。
【００６１】
　図８を参照すれば、端末は、８００段階で、ＣＲＳを利用してセルに初期アクセスを試
み（Ｉｎｉｔｉａｌ　ａｃｃｅｓｓ　ｗｉｔｈ　ＣＲＳ）、端末の初期アクセスを受信す
る基地局は、当該端末にＩｎｉｔｉａｌ　ａｃｃｅｓｓ　ｒｅｓｐｏｎｓｅを伝送する。
その後、端末は、８０５段階で、当該基地局からＣ－ｐｏｒｔ用ＣＳＩ－ＲＳに関する設
定情報を受信する（ＵＥ　ｒｅｃｅｉｖｅｓ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎｏｎ　ＣＳＩ－ＲＳ　ｆｏｒ　Ｃ－ｐｏｒｔ　ｕｓｉｎｇ　ｃｅｌｌ－ｓｐ
ｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）。前記８０５段階で、基地局が端末に伝送するＣ－
ｐｏｒｔ用ＣＳＩ－ＲＳに関する設定情報は、ｃｅｌｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ情報であり、
当該セルのサービス領域全体で受信され得るように伝送される。図８の８０５段階で、Ｃ
－ｐｏｒｔ用ＣＳＩ－ＲＳに関する設定情報を受信すれば、前記端末は、当該セルのＣ－
ｐｏｒｔを利用した移動通信を行うことができるようになる。
【００６２】
　その後、前記前記基地局は、８１０段階で、端末に当該セルに存在するＤ－ｐｏｒｔ全
般に関する設定情報（Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｕｐｅｒｓｅｔ）を伝送し、端末は、基地局から
セルに存在するすべてのＤ－ｐｏｒｔに関する設定情報を受信する（ＵＥ　ｒｅｃｅｉｖ
ｅｓ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｏｎ　ＣＳＩ－ＲＳ　ｆ
ｏｒ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｕｓｉｎｇ　ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｏｒ　ＵＥ－ｓｐｅｃ
ｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）。この際、端末が受信する情報には、Ｄ－ｐｏｒｔ用Ｃ
ＳＩ－ＲＳに関する設定情報、伝送電力関連情報などが含まれる。前記８１０段階で、基
地局から受信する情報を基準として端末は８１５段階でｒｅｑｕｅｓｔ　Ｄ－ｐｏｒｔ　
ｓｅｔを決定する（ＵＥ　ｄｅｔｅｒｍｉｎｓ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｓｅｔ　ｏｆ　Ｄ－ｐ
ｏｒｔｓ）。前記８１５段階で決定されたｒｅｑｕｅｓｔ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔは、端
末が決定したものであって、実際に最終Ｄ－ｐｏｒｔ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ　ｓｅｔと差
異がある。前記ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔは、８２０段階で、端末が基地局
に伝送し、これは、基地局の要請によって行われる。（ｅＮＢ　ｒｅｑｕｅｓｔｓ　ｒｅ
ｑｕｅｓｔ　ｓｅｔ　ｆｏｒ　ＤＡＳ　ｍｏｄｅ　ｔｏ　ＵＥ）。
【００６３】
　前記８２０段階で、端末から伝送されるｒｅｑｕｅｓｔ　Ｄ－ｐｏｒｔ　ｓｅｔを受信
した基地局は、８２５段階で、当該端末をＤＡＳモードで運用するか、それともＣＡＳモ
ードで運用するかを決定する（ｅＮＢ　ｄｅｔｅｒｍｉｎｅｓ　ｗｈｅｔｈｅｒ　ｔｏ　
ｃｏｎｆｉｇｕｒｅ　ＵＥ　ｆｏｒ　ＤＡＳ　ｍｏｄｅ）。前記８２５段階で、ＣＡＳモ
ードで運用するものと基地局が決定する場合、基地局は、８３０段階で、端末にこれを通
知し、Ｃ－ｐｏｒｔのみを利用した移動通信を行う（Ｃ－ｐｏｒｔ　ｏｎｌｙ　ｂａｓｅ
ｄ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ａｎｄ　ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ）。しかし、前記８２５段
階で、基地局が当該端末をＤＡＳモードで運用するものと決定する場合、基地局は、８３
５段階で、端末にｃａｎｄｉｄａｔｅ　ｓｅｔをどんなに設定するかに関する情報とＤＡ
Ｓモードで運用するのに必要な制御及び設定情報をＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａ
ｌｉｎｇを利用して通知する（ｅＮＢ　ｔｒａｎｓｍｉｔｓ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏ
ｎ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎｏｎ　ＣＳＩ－ＲＳ　ｆｏｒ　ｃａｎｄｉｄａｔｅ　ｓｅｔ
　Ｄ－ｐｏｒｔｓ　ｕｓｉｎｇ　ＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）。前記
８３５段階で情報を受信した端末は、８４０段階でＤ－ｐｏｒｔまたはＣ－ｐｏｒｔを利
用して送受信を行う。
【００６４】
　図８で、前記Ｄ－ｐｏｒｔのためのＣＳＩ－ＲＳを測定することによって、端末は、自
分に有利なＤ－ｐｏｒｔを判断することができる。このようにＤ－ｐｏｒｔのためのＣＳ
Ｉ－ＲＳは、端末がＤ－ｐｏｒｔのチャネル状態を測定することだけでなく、どんなＤ－
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ができる。すなわち、基地局と端末は、Ｄ－ｐｏｒｔで受信される信号強度を利用してど
んなＤ－ｐｏｒｔを利用してＤＡＳを運用することが最適であるかを判断することができ
る。これとは別に、多重セルで構成されている移動通信システムにおいては、セル間移動
、すなわちｈａｎｄｏｆｆを支援しなければならない。このようなｈａｎｄｏｆｆは、Ｄ
－ｐｏｒｔの受信信号強度を利用して行われることができない。本発明では、ｈａｎｄｏ
ｆｆのようなｃｅｌｌ間移動では、常にＣ－ｐｏｒｔの信号を利用して行われることを提
案する。すなわち、Ｄ－ｐｏｒｔの受信信号強度は、Ｄ－ｐｏｒｔ間の移動を行うのに利
用される一方で、Ｃ－ｐｏｒｔの受信信号強度は、Ｃ－ｐｏｒｔ間の移動を行うのに利用
される。
【００６５】
　上記で、Ｃ－ｐｏｒｔに関する情報は、ｃｅｌｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ情報であるから、
セルのサービス領域全体で受信され得るように伝送される。このようにセルのサービス領
域全体に伝送する方法以外にも、ｃｅｌｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ情報であるが、端末別に通
知する方法も適用可能である。すなわち、図６、図７、図８で、端末にＣ－ｐｏｒｔに関
する情報を伝達する過程で基地局がｃｅｌｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ情報をｃｅｌｌ　ｓｐｅ
ｃｉｆｉｃに伝送せず、端末別にＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃに伝送する。
【００６６】
　本明細書と図面に開示された本発明の実施形態は、本発明の技術内容を容易に説明し、
本発明の理解を助けるために特定例を提示したものに過ぎず、本発明の範囲を限定しよう
とするものではない。ここに開示された実施形態以外にも、本発明の技術的思想に基づく
他の変形例が実施可能であることは、本発明の属する技術分野における通常の知識を有す
る者に自明である。
【符号の説明】
【００６７】
　　１００　セル
　　１１０　セル
　　１２０　セル
　　１３０　アンテナ
　　１４０　端末（ＵＥ）
　　１５０　端末（ＵＥ）
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